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第６回の「図工室から」は、６年生の「アートな推し活」を紹介します。 

子どもたちの学習用タブレットの「ロイロノート」というアプリケーションを活用した名画鑑賞の題材です。 

１２枚ほどの名画の中から推しの作品を選び、推しポイントをグループで話し合いながら「推しアートカー

ド」を作ります。「推しアートカード」は、作品から感じたことを文章にする、絵から想像した物語を書く、作者

になり切ってインタビューコメントを書く、絵から聞こえてくる音を録音機能で録音する、推しグッズのデザイ

ン画を描く、など様々なアプローチで推しの絵画のよさが他の人に伝わるように作りました。 

子どもたちは、作品を拡大して細部の描写まで観察しながら、作品が象徴していることを想像したり、作

者の立場を想像して作品を見たりしました。友達との対話を通して様々な感じ方があることを学び合い、楽

しい鑑賞活動ができました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月２２日 

馬橋小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               馬橋小学校 図工専科 直本 鉄平 


